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椅子取りゲームと椅子づくり 
 
わが国の雇用や労働について研究して

いる。そう言うと、「内定をもらう秘訣

は？」「給与の高い仕事は？」と学生に聞

かれるがそういう研究ではない。 
学生（や学費負担者）にとって自分の

就職がどうなるかは、学業以上の関心事

に年々なっているように感じる。大学を

出たとしても正規雇用で働けるとは必ず

しも限らず、無業あるいは非正規雇用で

働かざるを得ない現状を、マスコミ報道

やアルバイト経験を通じて、いやという

ほど見せられれば、ある意味、当然の反

応だと思う。 
いきおい、このゼミ・授業をとれば／

在学中にこんな経験をしておけば、就職

に有利だという発言は、学生だけではな

く、教職員の間でも聞かれる。 
就活も随分と早くから始まるようにな

った。むろん、そのことは一概に否定さ

れるものではない。就活は社会人にとっ

て必要な能力を身につける機会になって

もいるからだ。 
しかしながら、とここで思う。3 年次
の後期にもなれば徐々に就活に時間を多

く割かれるようになり、4 年次にはゼミ
も成立しない大学の現状でよいのか。ど

んな若者をこの社会は育てようとしてい

るのかと悶々と考えている。 
数多くの問題点が指摘されながらも、

新卒一括採用方式はなかなかあらためら

れず、学校から仕事への「移行」に失敗

すれば、やり直しは難しい。そのプレッ

シャーはいかばかりか。むろんその一方

で、正規雇用を「勝ち取った」からとい

ってもその道が必ずしも安泰ではないの

は、卒業生の経験からもいえることだ。 

なぜこうなのか、他に道はないのか。

これも学生からよく聞かれることだ。 
それを考える上では、日本の雇用なり

生活保障のありかたなりが歴史的にどう

形成されてきたのかとか、日本型のそれ

らは世界標準では決してないことを、（ち

ょっとかたい言葉でいえば）労働史や比

較福祉国家論の研究蓄積に学んでもらい

たい。 
やっかいな時代である。でも、「何かお

かしい」と根本的な問題に目を向け、取

り組みを始める人たちが増えているのも

事実だ。椅子取りゲームでいえば、少な

くなった椅子を奪い合うのではなく、椅

子を増やしたり、アブナイ椅子を座り心

地良く直したり、あるいは一つの椅子に

二人で掛けてみたり（ワークシェア）。 
政治に期待なんてできないよと冷めた

目で見ているかもしれないけれども、こ

うした作業は何も政治の世界に限られた

ことではない。働く人たちと雇う人たち

（労使）の課題、いわば、将来、社会人

となるみなさん自身の課題でもあるのだ。

ちなみに私自身は、最近は札幌市の「公

契約条例」の制定運動に関わっている（同

条例についてはｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどで調べてお

いてもらいたい）。 
世の仕事は、条件に恵まれたものばか

りでもなければ、脚光を浴びるものばか

りでもない。ただ、そういった多くの仕

事で私たちの社会は成り立っている。そ

こに目をむけ、自分の就職のこととあわ

せて、椅子づくりという作業に参加して

もらえれば嬉しく思う。 
 




